女優と 劇作家 
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その 容姿に ついて 伝へ ると ころ は少 いが、 悲劇の 女主 

人 公と して 当代 並ぶ ものな き 名優であった らしい。 モ 

リエ ー ルの 許に 出入す る 若い 詩人のう ちに、 ジ ヤン. 

ラシィ ヌがゐ た。 モリエ ー ルと シャン メ エレとの 関係 

は詳 かで ない が、 ラシィ ヌは、 シャン メ エレに 眼 をつ 

けた。 悲劇 作者と して 当然の ことで あるが、 その 当然 

さは、 彼女 を モリエ— ルー 座から 奪 ひ 取って、 別の 一 

座 を 組織させる に 至って 甚だ 当然で なくなった。 やが 

て 悲劇 「アンド ロマ ァク」 は、 名 女優 シャン メ エレの 

手に よって 空前の 成功 を 収め、 ジ ヤン をして 一躍 十七 

世紀に 於け る 大作 家の 名 を 成さし めた。 モリエ— ルは 



推して 知るべし である。 

彼女の 「髪 は 黒く、 眼 は 空色」 であった。 

彼女 は 或る時、 一 無名 作家の 手に なった 「愛の 奇襲」 

の 中で 女 主人公に 扮 したが、 「どうしても 人物の 細か 

い 気持ち を捉 へる ことができない」 ので、 一度 その 作 

者に 会って 見たい と 思った。 彼女 は 当年 二十 二 歳で あ 

る。 

マリ ヴォォ はかくて シルヴ ィャの 友と なった。 友以 

上に はならなかった か。 それ は 誰も 知らない。 サン 

ト. ブゥヴ は、 早計に も 「彼女 は 心の 友 を 得た、 然し、 

彼女に は晴 人はなかった」 と 断言して ゐる。 



どうです。 かう いふ 女優 もあります。 (尤も 此の 女 

優に ついては、 全然 これと 反対な 風説 も ある) 

フェイ. ヴ オル ニイと いふ 女優 は、 同時に 熱烈な 加 

特カ教 的 詩人であった。 

デ ユマが、 自作 「カリ ギ ユラ」 の 主人公、 メリ サン 

ヌの 役に 彼女 を 推した 時、 彼女 は、 断然 之 を 拒絶した。 

「正しい 女 は、 さう いふ 穢ら はしい 役に 扮 する こと を 

恥ぢ なければ なりません」 

彼女 は 心臓病で 将に息 を 引取らう とする 時、 静かに 

眼 を 見開いて かう 眩いた。 



「イエス、 マリヤ、 どうか、 あなたの 平和と 愛の 天国 

で、 わたしに 美しい 役 を 演じさせて 下さい」 

今 は 故人と なった アン リイ • バタ ィュの 愛人 は 誰も 

知る イヴ オン ヌ • ド • ブ レエ 嬢で ある。 バタ ィュは 彼 

女の 為め に 書き、 彼女 は 彼の 為め に 演じた。 

バタ ィュが 急病で 斃れた 時 —— それ はブゥ ロォニ ュ 

街の 美しい 並木に 添つ た 宏大な 邸宅で ある —— イヴ ォ 

ンヌ嬢 は 入浴 中であった。 慌た y しい 家人の 足音に、 

部屋着 を 肩に かけた まゝ、 アン リイの 寝室に 飛び込ん 

だ。 彼 はもう 口 を 利かなかった。 彼女 は 一生に 一度、 



ほんとうに 泣き 狂った と 伝 へられて ゐる。 

彼女 は 舞台 を 退く 決心 をした。 が、 一 年後、 亡き 情 

人の 自伝 劇 「裸体の 女」 を 提げて 再び 巴 里の 舞台に 現 

はれた。 

フランス ヮ- ポルシェ は、 古典的な 気品と、 浪漫的 

な 情熱と、 近代的な 冥想と を 併せ 備 へた 新進 劇詩 人で 

ある。 

彼が 今日の 位置 を 築き上げ、 逆って、 その 進路 を 見 

出した について は、 甚だ 興味 ある ェ ピソ ォドが 伝 へら 

れてゐ る。 



つと 佳い ものが できる でせ う」 

ポルシェ は、 此の 時、 豊麗な シ モン ヌ 夫人の 姿 を 透 

して、 彼の 「女 主人公」 を 見た。 

処女 戯曲 「鷺の 群と フィ ネット」 が 間もなく コメ ディ 

ィ • フランセ ェズで 演ぜられた。 

やがて、 シ モン ヌ 夫人 は、 同僚に して 夫た る 某氏の 

許 を 去った。 そして、 自分の 見出した 才能の 中に、 新 

しい 第二の 生活 を 托する に 至った。 新進 劇詩 人 フラン 

スヮ. ポルシェと、 当代の 名 女優 シ モン ヌ 夫人との 結 

婚は、 一 時 巴 里の 劇壇 を 騒がせた。 



サラ • ベ ルナ アルと い へば 誰も 知る 近代の 名 女優、 

エドモン. ロス タンの 「雛 鷲」 で、 すばらしい 小ナポ 

レオン を 演じた が、 エドモンの 歿後、 その 息モォ リス 

を 庇護し、 天晴れ 父の 名 を 恥 かしめ ぬ 劇作家に 仕立て 

やうと した。 

八十の 老女 優と 二十い くつの 若い 詩人と は 母子 以上 

の 親み を 見せた。 

此の モォ リスの 詩劇 「栄光」 に 現 はれる 女神の 姿 は、 

西 山に 沈む 夕陽の 美し さであった。 

サラ • ベ ルナ アルの 葬式 は 巴 里人の 眼 を 見 はらせた。 

例の 薔薇の 樹の柩 の 前で、 フロック 姿の モォ リスが、 
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